
学校番号 117 

平成 31年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「高等学校 社会と情報」 （数研出版） 

副教材等 「事例でわかる情報モラル 2019」（実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 週２時間の授業を、実習１時間と座学１時間に分けて行います。実習は関西大学の学生スタッ

フと共に行います。積極的に質問して不明点を解決し、課題の完成度を高めてください。 

 「調べる、考える、判断する、発表する」というサイクルを学期ごとに繰り返します。みんな

の前で自分の考えを発表したり、グループで物事を決定し、実行するという場数をこなすこと

で、情報社会を生きる上で必要なコミュニケーション能力を身につけていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

 情報社会を生きる上で必要なコミュニケーション能力を身に付ける。与えられた課題に対して

他者と協働しながら解決策を考え、実行できる。 

 基本的なコンピュータースキルを身に付ける。PowerPoint で発表資料を制作し、調べた内容

について発表することができる。 

 多方面から情報を収集し、情報を正しく判断・整理・加工するための知識を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・班活動において積極

的に作業を進めてい

こうとする態度 

・課題等の成果物につ

いて自己評価、改善し

ようとする態度 

・情報社会に主体的に

参画しようとする態

度 

・情報を多角的に捉

え、適切に取捨選択す

る力 

・受け手のことを考え

ながら適切な方法で

自分の考えを表現す

る力 

・対象を明確にした問

題解決策を提案する

力 

・情報技術を活用す

るための基本的なス

キルを備える 

・目的に応じたメデ

ィアの使い分けがで

きる 

 

・情報社会の進展が

社会に与える影響に

ついての理解 

・コンピュータの仕

組みやネットワーク

の仕組みについての

理解 

 

評
価
方
法 

グループワークへの

貢献度等、学習状況の

観察 

実習成果物 

授業プリントの記述 

プレゼンテーション 

等 

学習状況の観察 

授業プリントの記述 

相互評価 

発表資料 

等 

学習状況の観察 

プレゼンテーション 

発表資料 

等 

学習状況の観察 

定期考査の結果 

授業プリントの記述 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 ※授業の進度や単元内容は、生徒の状況等により変更されることがある。 

学 

期 

単
元

名 学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

「
職
業
」に
つ
い
て 

個
人
プ
レ
ゼ
ン 

○情報の収集と検索 

○スライド制作 

○発表練習 

○発表 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

a:他者との意見交流により、発表の質

の向上に努めている。 

b:web ページの多数の情報を吟味し、

適切に判断して資料に取り入れるこ

とができる。 

c:ファイルの保存と移動、文字入力、

PowerPoint の基本操作など基本的な

ＰＣ操作スキルを得ている。 

授業観察 

実習成果物 

プレゼンテーショ

ン 

社
会
と
情
報
への
招

待 

○引用と著作権 

○情報の正しさ 

○情報の図解化 

○コンピュータの構成 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

  

 

 

〇 

a:複雑な情報について図やイラスト

を用いてまとめようと試みる。 

b:主観的な情報と客観的な情報を区

別しながら情報の取捨選択ができる。 

d:五大装置などコンピュータの構成

にについて理解している。 

授業ワークシート 

実習成果物 

定期考査 

 

２
学
期 

「情
報
モ
ラ
ル
」に
つ
い
て 

グ
ル
ー
プ
プ
レ
ゼ
ン 

○情報の収集と検索 

○スライド制作 

○発表練習 

○発表 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

b: webページの多数の情報を吟味し、

適切に判断して資料に取り入れるこ

とができる。 

c：ユニバーサルデザインの考えを意

識しながら、配色やレイアウトに配慮

した発表資料の制作ができる。 

d:情報モラルに関する題材について、

複数のメディアを比較しながら正し

い知識を取り入れる。 

授業観察 

実習成果物 

夏季課題 

プレゼンテーショ

ン 

デ
ィ
ジ
タ
ル
化
と 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン 

○情報のディジタル

化 

○インターネットを支

える技術 

○メディアの特徴 

  

 

 

〇 

 〇 

〇 

b:メディアの特性を理解し、場面や状

況に応じた使い分けがができる。 

d: コンピュータ内部やネットワーク

での情報の表現、処理の仕組みなどを

理解している。 

授業ワークシート 

定期考査 

 

３
学
期 

問
題
解
決
の
理
論
と
実
践 

○問題解決のツール 

○情報の共有と事前

計画 

〇 〇  

〇 

 a:自身の役割を意識しながら、グルー

プ発表の質の向上に貢献しようとし

ている。 

b:解決する問題に応じて、適切な思考

ツールを使用し、対象を明確にした解

決策について考えることができる。 

c:排他制御について留意しながら他

者とファイルの共有ができる。 

授業観察 

実習成果物、プ

レゼンテーション

（グループ評価） 

授業ワークシート 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識 ・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


